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常
宮
神
社
所
蔵
の
国
宝
朝
鮮
鐘
は
、
令
和
三
年
春
か
ら

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
（
奈
良
県
奈
良
市
）
で
経
年
劣
化

に
よ
る
錆
除
去
な
ど
の
修
復
中
で
す
。
近
年
は
収
蔵
庫
の

台
座
の
上
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
か
つ
て
は
境
内

の
鐘
楼
に
吊
ら
れ
て
い
た
た
め
、
当
時
の
旅
行
者
が
釣
鐘

に
手
を
伸
ば
し
て
書
い
た
で
あ
ろ
う
江
戸
時
代
の
墨
書

や
紙
札
が
鐘
内
部
に
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
保
存
処
置

を
行
い
判
読
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
修
復
さ
れ
た
朝
鮮

鐘
は
令
和
四
年
秋
に
神
社
へ
戻
っ
て
く
る
予
定
で
す
。　

　

水
戸
天
狗
党

が
幽
閉
さ
れ
た

荷
蔵
の
一
つ
で

あ
る
「
水
戸
烈

士
記
念
館
（
旧

鯡
蔵
）」（
敦

賀
市
指
定
文
化

財
）
は
、
土
壁

の
損
壊
や
柱
の

腐
食
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
三

年
十
月
か
ら
建

物
の
保
存
修
復
に
向
け
た
調
査
解
体
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
。
建
物
の
各
部
材
を
手
作
業
で
丁
寧
に
分
解
し
、
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
天
井
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
割
竹
の
施
工

方
法
や
土
台
の
構
造
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
に
基
づ
き
、
令
和
四
年
度
に
建
物
を
修
理
・

復
原
し
、
史
跡
武
田
耕
雲
斎
等
墓
が
位
置
す
る
松
島
広

場
（
旧
松
原
公
民
館
跡
地
）
に
移
築
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
移
築
後
は
、
史
跡
と
と
も
に
水
戸
天
狗
党
の

歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
文
化
財
と
し
て
一
体
的
な
保

存
・
活
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

題字：千葉半厓

文化財ニュース

朝鮮鐘・鯡
にしん

蔵など修復がすすんでます

修復のため搬出される朝鮮鐘の様子

上屋解体の様子



　
　

若
越
八
十
八
箇
所
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　

友
の
会
会
長　

川
村　

俊
彦

　

平
成
二
七
年
に
四
国
遍
路
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
各
地
の
巡
礼
路
も
歴
史
や

仏
教
民
俗
の
研
究
対
象
と
な
る
例
が
増
え
て
き
た
。

　

敦
賀
に
も
、
若
越
八
十
八
箇
所
（
敦
賀
四
国
道
）

の
札
所
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
遠
方
へ
の
移
動
が
心

配
さ
れ
る
昨
今
、
地
元
遺
産
・
市
内
遺
産
と
し
て
、

こ
の
巡
礼
路
を
辿
っ
て
み
る
の
も
興
味
深
い
。

　

こ
の
案
内
書
と
し
て
は
『
お
地
蔵
さ
ま
』（
森
田

和
夫
・
立
花
恵
秀
編
一
九
七
六
）
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
底
本
と
な
っ
た
二
点
の
冊
子
が
あ
る
。

　

一
つ
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
刊
行
『
敦
賀
新

四
国
道
し
る
べ
』
で
あ
る
。
奥
付
に
発
起
世
話
人
と

し
て
「
唐
仁
は
し
町
／
新
屋
市
左
衛
門
」
の
外
三
名

の
名
が
見
え
、
こ
の
頃
に
四
国
の
写
し
遍
路
と
し
て

札
所
が
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
順
番
に
各
札

所
の
本
尊
や
道
の
り
が
簡
潔
に
書
か
れ
て
い
る
。
表

題
に
「
敦
賀
」
の
名
を
冠
し
て
い
る
が
、
四
十
四
番

か
ら
五
十
四
番
ま
で
の
十
一
箇
所
は
若
州
佐
田
村
か

ら
丹
生
浦
ま
で
若
狭
の
敦
賀
半
島
域
を
含
む
。

　

も
う
一
つ
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
刊
行
の

『
若
越
八
十
八
ヶ
所
御
詠
歌
』
で
、
編
集
発
行
は
西

郷
村
大
藪
の
野
瀬
彌
三
郎
で
あ
る
。
ま
た
調
整
発
起

人
に
同
人
と
外
二
名
、
さ
ら
に
信
者
人
（
協
賛
者
の

意
か
）
と
し
て
四
十
四
名
が
名
を
連
ね
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
大
藪
、
金
山
、
久
々
子
、
河
原
市
な
ど
現

美
浜
町
域
の
人
々
で
あ
る
点
が
目
を
引
く
。

　

な
お
、
詳
述
は
省
く
が
、
前
者
と
後
者
と
で
は
札

所
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。

　

さ
て
、
現
地
を
訪
ね
る
と
い
っ
て
も
、
律
儀
に
順

拝
す
る
の
は
実
は
難
し
い
。
立
派
な
お
寺
は
さ
て
お

き
、
無
住
の
祠
堂
や
野
中
の
草
に
埋
も
れ
た
お
地
蔵

様
や
険
し
い
山
中
の
磨
崖
仏
な
ど
は
、ラ
ン
ダ
ム
に
、

可
能
な
折
に
探
訪
す
る
に
如
く
は
な
い
。

　

そ
ん
な
中
で
、
い
つ
も
其
々
の
地
元
の
皆
さ
ん
が

熱
心
に
保
存
に
努
め
て
お
ら
れ
る
の
は
感
謝
に
堪
え

な
い
が
、
第
三
十
六
番
、
山
村
雨
谷
の
石
割
地
蔵
尊
・

日
月
霊
石
で
は
、
最
近
、
特
に
感
銘
を
受
け
た
。

　

雨
谷
か
ら
黒
河
渓
谷
へ
す
こ
し
入
っ
た
あ
た
り
の

林
道
の
右
手
上
方
で
あ
る
。
三
十
年
ほ
ど
も
経
と
う

か
、初
め
て
訪
れ
た
と
き
は
道
ら
し
い
道
と
て
な
く
、

藪
漕
ぎ
し
な
が
ら
辿
り
つ
い
た
記
憶
が
あ
る
が
、
近

年
で
は
行
く
た
び
に
綺
麗
に
整
備
さ
れ
て
い
て
、
し

か
も
ど
う
や
ら
手
作
り
ら
し
く
、
い
か
に
も
地
元
の

皆
さ
ん
の
篤
実
さ
が
窺
わ
れ
て
嬉
し
い
。

　

御
本
尊
は
地
蔵
尊
立
像
の
線
刻
磨
崖
仏
で
、
世
話

方
さ
ん
の
お
話
で
は
、
弘
法
の
爪
か
き
地
蔵
だ
と

仰
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
木
ノ
芽
中
坂
地
蔵
の
筈
、

そ
れ
と
も
単
に
線
刻
の
意
味
で
ど
れ
も
弘
法
の
爪　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
地
蔵
と
い
う
の
か
。

    

浅
学
の
私
に
は
判
断
が
つ
き
か
ね
る
が
、
と
ま

れ
、今
後
と
も
折
に
ふ
れ
札
所
め
ぐ
り
を
続
け
た
い
。

な
に
し
ろ
、
悪
疫
退
散
や
ら
、
戦
争
反
対
や
ら
、
祈

願
す
る
こ
と
は
山
積
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。

れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより

れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより

第三十六番　石割地蔵尊（左）と同参道入口



◯
令
和
四
年
度
前
半
展
示
の
案
内

■
一
・
二
階
展
示
室

常
設
展
示
　
敦
賀
を
彩
る
歴
史
と
文
化

　
　
　

三
月
十
六
日
（
水
）
～
六
月
十
四
日
（
火
）

 　

常
設
展
で
は
、
特
別
展
等
の
期
間
を
除
き
一
～
二

か
月
の
間
隔
で
一
部
の
コ
ー
ナ
ー
を
入
れ
替
え
な
が

ら
敦
賀
の
歴
史
を
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

■
二
階
展
示
室

西
福
寺
修
復
事
業
記
念
テ
ー
マ
展
　

　
西
福
寺
文
書
の
世
界

　
　
　

六
月
十
五
日
（
水
）
～
八
月
七
日
（
日
）

　

日
本
有
数
の
貴
重
な
中
世
文
書
と
、
そ
れ
を
所
蔵

す
る
西
福
寺
大
修
復
事
業
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

敦
賀
市
が
で
き
る
ま
で
―
敦
賀
市
制
85
周
年
―

　
　
　

八
月
十
日
（
水
）
～
九
月
九
日
（
金
）

　

新
市
庁
舎
の
完
成
と
敦
賀
市
制
85
周
年
を
記
念
し

関
連
の
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

■
三
階
展
示
室

　

敦
博
所
蔵
の
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
期
間
ご
と
に

テ
ー
マ
を
か
え
展
示
し
ま
す

　
花
と
鳥

　
　
　

三
月
十
六
日
（
水
）
～
四
月
十
九
日
（
火
）

　

鯉
づ
く
し

　
　
　

四
月
二
十
日
（
水
）
～
五
月
二
十
六
日
（
木
）

　

水
を
描
く

　
　
　

五
月
二
十
七
日
（
金
）
～
六
月
三
十
日
（
木
）

　

寄
贈
絵
画
展

　
　
　

七
月
一
日
（
金
）
～
七
月
三
十
一
日
（
日
）

　
　
大
和
田
家
と
大
和
田
銀
行

　
　
　

八
月
十
日
（
水
）
～
九
月
九
日
（
金
）

　

大
和
田
家
と
銀
行
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
絵
画
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
～
敦
博
の
人
気
者
～

　
　

 　

九
月
十
日
（
土
）
～
十
月
十
六
日(

日
）

■
二
・
三
階
展
示
室

特
別
展
　
敦
賀
藩
物
語
（
仮
題
）

　
　

 

十
月
二
十
日
（
木
）
～
十
二
月
四
日
（
日
）

　

敦
賀
藩
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◯
令
和
四
年
度
前
半
行
事
の
案
内

■
三
階
展
示
室

博
物
館

GW
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
鯉
登
り
掛
軸
を
つ
く
ろ
う
！ 

　
　

五
月
三
日
（
火
・
祝
）・
五
月
五
日
（
木
・
祝
）

　
　

両
日
共
十
一
時
～
正
午
・
十
四
時
～
十
五
時

　
　

申
し
込
み
不
要
・
参
加
費
無
料
（
要
入
館
料
）

　

滝
登
り
を
す
る
鯉
の
絵
を
描
い
て
ミ
ニ
掛
軸
に
し

ま
す
。

■
全
館

子
ど
も
建
物
見
学
会

　
　

八
月
十
三
日
（
土
）・ 

八
月
十
四
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
学
生
は
要
保
護
者
） 

　

小
学
生
・
中
学
生
を
対
象
に
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
含

む
建
物
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

☆
☆
友
の
会
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
☆
☆

友
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
随
時
募
集
中

で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
（
２
５
‐

７
０
３
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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会
期  

五
月
八
日
［
日
］
ま
で

講
座
＋
対
談
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

「
ふ
つ
う
の
系
譜
」
の
歴
史
と
魅
力

　
　

  

日
時  

四
月
十
日
（
日
）
十
四
時

会
場
：
東
京
都
府
中
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
料　

予
約
不
要

講
座
「
ふ
つ
う
の
系
譜
」
の
画
家
た
ち
と
敦
賀　

　
　

加
藤
敦
子
（
敦
賀
市
立
博
物
館
学
芸
員
）

講
座
「
ふ
つ
う
の
美
」
の
輝
き　

　
　

金
子
信
久
（
府
中
市
美
術
館
学
芸
員
）　

対
談  

語
っ
て
楽
し
む
「
ふ
つ
う
の
系
譜
」　

　
　
　

ご
案
内

　

令
和
二
年
三
月
に
開
幕
し
僅
か

十
七
日
で
コ
ロ
ナ
で
中
止
と
な
っ
た

展
覧
会
が
府
中
市
美
術
館
（
東
京

都
）
で
再
開
し
て
い
ま
す
！
辻
惟
雄

著
『
奇
想
の
系
譜
』
で
超
有
名
な
伊

藤
若
冲
で
す
が
、
当
館
の
豊
富
な
絵

画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
、
実
は
若
冲
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
言
う
な
れ
ば

「
奇
想
」
以
前
か
ら
評
価
さ
れ
て
き

　

[ 編集後記 ]
　子供の頃行ったきり数十年行った事ない
わ。これ原の西福寺さんついてよく聞く会話
ですが、いゃいゃ勿体ないですよ、今から
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しめますし、雨上がりなら書院庭園の池に流
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友
の
会
活
動
報
告

　

～
連
続
歴
史
講
座
吉
継
カ
フ
ェ
～

　
　
　
　
　

   
友
の
会
事
務
局
長　

面　

隆
史

　

昨
年
十
二
月
、
吉
継
カ
フ
ェ
（
第
十
九
回
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
主
催

者
そ
し
て
会
場
に
足
を
運
ば
れ
た
方
々
の
感
染

を
広
げ
な
い
行
動
が
あ
っ
て
無
事
に
開
催
、
そ

の
後
も
問
題
が
お
き
な
か
っ
た
事
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
に
と
っ
て
吉
継
カ
フ
ェ
と

は
ど
の
よ
う
な
会
で
し
ょ
う
か
？

　

大
谷
吉
継
研
究
の
第
一
人
者
に
よ
る
最
新
の

研
究
を
聞
け
る
会
？

　

外
岡
先
生
に
会
え
る
講
座
？
な
ど
の
様
々
な

想
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
の
吉
継
カ

フ
ェ
へ
の
想
い
は
仲
間
た
ち
と
出
会
え
た
感
謝

で
す
。

　

私
は
足
軽
甲
冑
隊
を
率
い
て
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
賑
や
か
し
を
行
う
と
い
う
少
し
変
わ
っ
た
活

動
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
活
動
の
始
ま

り
は
吉
継
カ
フ
ェ
で
出
会
っ
た
方
が
「
よ
っ

し
ー
※

」
を
輿
に
乗
せ
た
足
軽
隊
が
練
り
歩
く

姿
が
観
た
い
と
い
う
言
葉
が
き
っ
か
け
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
足
軽
甲
冑
を
着
て
狼
煙
を
上
げ
た

い
、
関
ヶ
原
や
米
原
の
吉
継
の
お
墓
参
り
を
し

た
い
、
寸
劇
を
し
て
み
た
い
な
ど
な
ど
吉
継
カ

フ
ェ
で
出
会
っ
た
仲
間
達
か
ら
出
て
く
る
ア
イ

デ
ア
を
皆
で
実
現
し
て
い
き
、
お
子
さ
ん
や
歴

史
が
好
き
な
方
々
に
喜
ん
で
貰
う
為
に
、
こ
の

原
稿
を
書
い
て
い
る
週
末
は
丸
岡
城
の
ま
つ

り
、
翌
週
末
は
彦
根
城
の
お
も
て
な
し
、
そ
し

て
翌
々
週
に
は
金
崎
宮
の
花
換
ま
つ
り
へ
の
出

陣
予
定
と
充
実
し
た
日
々
を
お
く
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
少
し
変
わ
っ
た
趣
味
を
一
緒
に
楽
し

ん
で
く
れ
る
仲
間
た
ち
と
吉
継
カ
フ
ェ
（
第

二
十
回
）
で
集
ま
れ
る
事
、
そ
し
て
益
々
市
民

の
皆
さ
ん
が
大
谷
吉
継
に
興
味
を
も
っ
て
頂
け

る
機
運
が
高
ま
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
※
「
よ
っ
し
ー
」
と
は
大
谷
吉
継
を
モ
チ
ー
フ　
　

　
　
　

に
し
た
敦
賀
市
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー  

☟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

The ex
hibiti

on is n
ow open.

　

ふ
つ
う
の
系
譜

　
　
「
奇
想
」
が
あ
る
な
ら

　
　
「
ふ
つ
う
」
も
あ
り
ま
す　
　

京
の
絵
画
と
敦
賀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

た
当
館
の
「
ふ
つ
う
に
美
し
い
」
絵

画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
そ
の
神
髄
が
味

わ
え
る
展
覧
会
で
す
。
学
芸
員
に
よ

る
講
座
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
様

機
会
が
あ
れ
ば
是
非
ど
う
ぞ
！

特
別
告
知
！

　
　
　

た
だ
今
東
京
で
開
催
中
！

☝
会
場
で
は
吉
継
カ
フ
ェ
記
録
集
２
も　
　

　

  

販
売
し
ま
し
た
。


